










1.親が記入した患者症状調査表の 164 例について,異常のみられる上肢 212 肢

を集計した。症状の程度による分類では,症状の軽いものが圧倒的に多くみら

れた(表 1)。出現頻度の高い症状の組み合せ(3 肢以上にみられるもの)のある

133 肢(表 3 の A)を利用して,症候群を診断するための樹状図を作成した。(表

4,表 5)


